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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年３月期の連結業績（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期 8,875 12.5 736 18.9 746 14.8 445 △1.8 

29年３月期 7,885 8.8 618 22.5 649 18.8 454 5.9 
 
（注）包括利益 30年３月期 509 百万円 （15.4％）   29年３月期 441 百万円 （11.3％） 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 

30年３月期 80.51 － 8.8 5.7 8.2 

29年３月期 80.60 － 9.7 5.4 7.8 
 
             

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年３月期 14,091 5,239 37.1 946.60 

29年３月期 11,845 4,796 40.4 866.59 
 
（参考）自己資本 30年３月期 5,239 百万円   29年３月期 4,796 百万円 
 
（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 

  百万円 百万円 百万円 百万円 

30年３月期 1,025 △2,073 1,570 2,276 

29年３月期 1,986 △1,308 △1,219 1,764 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当
率（連結） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 

29年３月期 － 0.00 － 12.00 12.00 66 14.8 1.4 
30年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － － 
31年３月期（予想） － － － － －   －   
 
３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 － － － － － － － － － 

平成30年４月26日公表の「株式併合、単元株式数の定めの廃止及び定款の一部変更に関するお知らせ」のとおり、当社
は一連の手続きを経て株式会社オーシャンの完全子会社となり、平成30年６月22日をもって上場廃止予定であることから
平成31年３月期の業績予想を記載しておりません。 
 

ynatori
新規スタンプ



※  注記事項 
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

 
 
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更              ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                ： 無    
 

④  修正再表示                          ： 無    

 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期 6,050,000 株 29年３月期 6,050,000 株 

②  期末自己株式数 30年３月期 514,757 株 29年３月期 514,756 株 

③  期中平均株式数 30年３月期 5,535,243 株 29年３月期 5,633,942 株 

 
 
（参考）個別業績の概要 

１．平成30年３月期の個別業績（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率） 
 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期 8,035 10.6 362 48.6 642 29.8 377 16.1 

29年３月期 7,264 9.7 243 50.1 494 23.2 325 6.1 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期 68.28 － 

29年３月期 57.73 － 

 
（２）個別財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年３月期 11,977 4,787 39.9 864.87 

29年３月期 9,824 4,416 44.9 797.91 
 
（参考）自己資本 30年３月期 4,787 百万円   29年３月期 4,416 百万円 

 
※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。 
 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  平成30年４月26日公表の「株式併合、単元株式数の定めの廃止及び定款の一部変更に関するお知らせ」のとおり、
当社は一連の手続きを経て株式会社オーシャンの完全子会社となり、平成30年６月22日をもって上場廃止予定である
ことから、平成31年３月期の業績予想を記載しておりません。 
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１．経営成績等の概況

(1）当期の経営成績の概況

 当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢が改善するなか、緩やかな回復基調が継続しました。

 このような状況のもと、当社グループの連結業績は、売上高88億７千５百万円（前期比９億９千万円 12.5％

増）、営業利益７億３千６百万円（前期比１億１千７百万円 18.9％増）、経常利益７億４千６百万円（前期比９千

６百万円 14.8％増）、特別損失としてMBO関連費用１億２千８百万円を計上した結果、親会社株主に帰属する当期純

利益４億４千５百万円（前期比８百万円 1.8％減）となりました。

 

当連結会計年度と前連結会計年度の連結業績比較は以下のとおりです。

 (百万円)

前連結会計年度 当連結会計年度

増減率(％)(自 平成28年４月１日 (自 平成29年４月１日

至 平成29年３月31日) 至 平成30年３月31日)

 売   上   高  7,885  8,875  12.5 

 営  業  利  益  618  736  18.9  

 経  常  利  益  649  746  14.8  

 親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

 当 期 純 利 益
  454  445  △1.8  

 

また、主なセグメントごとの業績は以下のとおりです。

セグメント(百万円)

前連結会計年度 当連結会計年度

増減率(％)(自 平成28年４月１日 (自 平成29年４月１日

至 平成29年３月31日) 至 平成30年３月31日)

海 運 事 業
売 上 高 3,898   4,202   7.7  

セグメント利益 863   982  13.7 

貿 易 事 業
売 上 高 2,258   2,728  20.7 

セグメント利益 99   126  27.3  

洋上給油事業
売 上 高 1,187   1,397  17.7  

セグメント利益 68   71  4.7  

船舶貸渡事業
売 上 高 540   546  1.1  

セグメント利益 △25   △33  -  

 

当連結会計年度のセグメント別業績 

海運事業

 海運事業につきましては、スポット配船の成約などが寄与し、前年同期と比べ増収増益となりました。

貿易事業 

 貿易事業につきましては、日本近海でのサバ・イワシなどの豊漁により台湾子会社において餌料販売が増大したこ

とに加えて、冷凍まぐろ入荷量減少による魚価高騰を受けて委託販売手数料収入が増大したことなどにより、前年同

期と比べ増収増益となりました。 

洋上給油事業 

 洋上給油事業につきましては、原油価格上昇を受けた販売単価引き上げならびに販売数量増加により、前年同期と

比べ増収増益となりました。 

船舶貸渡事業 

 船舶貸渡事業につきましては、売上高は前年同期と比べ増収となったものの、配船航路変更に伴う一時的な費用増

大に加えて管理費全体のコスト増加などにより、引き続きセグメント損失を計上することとなりました。 
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(2）当期の財政状態の概況 

 ① 資産、負債及び純資産の状況 

 当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末に比べ22億４千６百万円増加し、140億９千１百万円となりまし

た。このうち流動資産は、前連結会計年度末に比べ６億９千１百万円増加し、57億３千３百万円となりました。これ

は、受取手形・海運業未収入金及び売掛金１億５百万円などが減少したものの、現金及び預金３億９千９百万円、短

期貸付金１億８千１百万円、商品及び製品１億３千６百万円が増加したことなどによるものです。固定資産は、前連

結会計年度末に比べ15億５千４百万円増加し、83億５千８百万円となりました。これは、建設仮勘定２億２千３百万

円、長期貸付金２億６千８百万円などが減少したものの、船舶20億１千７百万円が増加したことなどによるもので

す。 

 負債は、前連結会計年度末に比べ18億３百万円増加し、88億５千１百万円となりました。このうち流動負債は、前

連結会計年度末に比べ10億４千万円減少し、18億２千５百万円となりました。これは、海運業未払金及び買掛金３億

８千３百万円などが増加したものの、短期借入金11億６千４百万円、その他に含まれる預り金３億４千９百万円が減

少したことなどによるものです。固定負債は、前連結会計年度末に比べ28億４千３百万円増加し、70億２千６百万円

となりました。これは、長期借入金28億２千１百万円が増加したことなどによるものです。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べ４億４千２百万円増加し、52億３千９百万円となりました。これは、利益剰余

金３億７千９百万円、繰延ヘッジ損益６千４百万円が増加したことなどによるものです。 

 この結果、前連結会計年度末に比べ3.3％減少し,自己資本比率は37.1％となりました。 

 

 ② キャッシュ・フローの状況 

 当連結会計年度末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ５億１千１百万円増加し、22億７千６百万円

となりました。

 その内訳としましては、営業活動によるキャッシュ・フローは、その他の流動負債の減少△３億２千４百万円、法

人税等の支払額△２億５千３百万円などにより減少したものの、現金支出を伴わない減価償却費５億８千９百万円、

税金等調整前当期純利益６億２千万円、仕入債務の増加３億８千６百万円が増加したことなどにより、10億２千５百

万円（前年同期は19億８千６百万円）となりました。

 投資活動によるキャッシュ・フローは、貸付金の回収による収入32億４千３百万円などがあったものの、貸付けに

よる支出△31億７千６百万円、有形固定資産の取得による支出△22億４千万円があったことなどにより、△20億７千

３百万円（前年同期は△13億８百万円）となりました。

 財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出△74億３百万円などがあったものの、長期借

入れによる収入90億６千万円があったことなどにより、15億７千万円（前年同期は△12億１千９百万円）となりまし

た。

 

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

  指    標 26年３月期 27年３月期 28年３月期 29年３月期 30年３月期 

① 自己資本比率 33.4％ 34.6％ 37.1％ 40.4％ 37.1％ 

② 時価ベースの自己資本比率 14.8％ 23.5％ 15.5％ 19.6％ 31.2％ 

③ キャッシュ・フロー対有利子負債比率 ― 4.4年 6.9年 2.5年 6.5年 

④ インタレスト・カバレッジ・レシオ ― 18.4倍 16.2倍 42.5倍 23.0倍 

 自己資本比率 ： 自己資本／総資産 

 時価ベースの自己資本比率 ： 株式時価総額／総資産 

 キャッシュ・フロー対有利子負債比率 ： 有利子負債／キャッシュ・フロー 

 インタレスト・カバレッジ・レシオ ： キャッシュ・フロー／利払い 

  （注1）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

  （注2）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。 

  （注3）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。 

  （注4）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としてお

ります。 

(3）当期の配当 

 当事業年度の配当につきましては、平成30年５月11日開催の取締役会において、平成30年２月７日公表の「MBOの

実施及び応募の推奨に関するお知らせ」に記載しましたとおり、株式会社オーシャンによる当社の普通株式に対する

公開買付け成立を受け、平成30年３月期の期末配当を行わないことを決議いたしました。仔細につきましては、「平

成30年３月期の期末配当予想の修正（無配）に関するお知らせ」をご参照ください。 
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社グループは、日本基準に基づき連結財務諸表を作成しております。今後の国際財務報告基準（IFRS）導入に関す

る動向を注視しつつ、適切に対応してまいります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成30年３月31日) 

海運業収益 4,439,068 4,749,231 

海運業費用 3,324,673 3,511,379 

海運業利益 1,114,394 1,237,852 

貿易業収益 2,258,978 2,728,844 

貿易業費用 2,042,472 2,461,427 

貿易業利益 216,505 267,417 

洋上給油事業収益 1,187,322 1,397,742 

洋上給油事業費用 1,114,886 1,315,160 

洋上給油事業利益 72,436 82,581 

売上総利益 1,403,336 1,587,850 

販売費及び一般管理費 784,510 851,517 

営業利益 618,825 736,333 

営業外収益    

受取利息 89,243 140,797 

受取配当金 2,824 2,544 

その他営業外収益 5,847 1,936 

営業外収益合計 97,915 145,278 

営業外費用    

支払利息 47,703 46,874 

支払手数料 8,123 31,401 

貸倒引当金繰入額 374 28,059 

為替差損 7,983 26,157 

その他営業外費用 3,071 3,037 

営業外費用合計 67,256 135,531 

経常利益 649,485 746,081 

特別利益    

固定資産売却益 1,499 2,839 

投資有価証券売却益 2,607 － 

特別利益合計 4,107 2,839 

特別損失    

公開買付関連費用 － 128,818 

特別損失合計 － 128,818 

税金等調整前当期純利益 653,592 620,101 

法人税、住民税及び事業税 180,240 198,312 

法人税等調整額 19,235 △23,893 

法人税等合計 199,476 174,418 

当期純利益 454,116 445,683 

親会社株主に帰属する当期純利益 454,116 445,683 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成30年３月31日) 

当期純利益 454,116 445,683 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 4,538 919 

繰延ヘッジ損益 △22,950 64,361 

為替換算調整勘定 5,425 △1,681 

その他の包括利益合計 △12,986 63,599 

包括利益 441,129 509,282 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 441,129 509,282 

非支配株主に係る包括利益 － － 
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（２）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 890,000 961,593 2,669,636 △49,181 4,472,047 

当期変動額           

剰余金の配当     △69,722   △69,722 

親会社株主に帰属する当期純
利益     454,116   454,116 

自己株式の取得       △84,150 △84,150 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）           

当期変動額合計 － － 384,394 △84,150 300,244 

当期末残高 890,000 961,593 3,054,030 △133,331 4,772,291 

 

           

  その他の包括利益累計額 

純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 

繰延ヘッジ損益 為替換算調整勘定 その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 37,509 △6,397 6,422 37,534 4,509,582 

当期変動額           

剰余金の配当         △69,722 

親会社株主に帰属する当期純
利益         454,116 

自己株式の取得         △84,150 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額） 4,538 △22,950 5,425 △12,986 △12,986 

当期変動額合計 4,538 △22,950 5,425 △12,986 287,257 

当期末残高 42,047 △29,347 11,848 24,547 4,796,839 
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当連結会計年度（自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 890,000 961,593 3,054,030 △133,331 4,772,291 

当期変動額           

剰余金の配当     △66,422   △66,422 

親会社株主に帰属する当期純
利益     445,683   445,683 

自己株式の取得       △0 △0 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）           

当期変動額合計 － － 379,260 △0 379,260 

当期末残高 890,000 961,593 3,433,290 △133,331 5,151,551 

 

           

  その他の包括利益累計額 

純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 

繰延ヘッジ損益 為替換算調整勘定 
その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 42,047 △29,347 11,848 24,547 4,796,839 

当期変動額           

剰余金の配当         △66,422 

親会社株主に帰属する当期純
利益         445,683 

自己株式の取得         △0 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額） 

919 64,361 △1,681 63,599 63,599 

当期変動額合計 919 64,361 △1,681 63,599 442,859 

当期末残高 42,966 35,013 10,166 88,146 5,239,698 
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（３）連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成30年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,876,928 2,276,651 

受取手形・海運業未収金及び売掛金 1,177,199 1,072,109 

商品及び製品 53,832 190,141 

原材料及び貯蔵品 223,749 282,299 

短期貸付金 568,000 749,600 

繰延税金資産 6,117 － 

その他 1,136,922 1,171,322 

貸倒引当金 △1,272 △8,871 

流動資産合計 5,041,479 5,733,252 

固定資産    

有形固定資産    

船舶 12,155,000 14,743,440 

減価償却累計額 △7,679,825 △8,251,020 

船舶（純額） 4,475,175 6,492,419 

建設仮勘定 238,335 14,352 

その他 81,408 79,696 

減価償却累計額 △70,517 △71,330 

その他（純額） 10,890 8,366 

有形固定資産合計 4,724,401 6,515,138 

無形固定資産 16,445 4,105 

投資その他の資産    

投資有価証券 125,077 126,451 

長期貸付金 1,796,704 1,527,789 

繰延税金資産 20,323 51,799 

その他 121,922 190,844 

貸倒引当金 △988 △57,879 

投資その他の資産合計 2,063,039 1,839,005 

固定資産合計 6,803,887 8,358,248 

資産合計 11,845,366 14,091,501 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成30年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

海運業未払金及び買掛金 634,055 1,017,873 

短期借入金 1,164,804 － 

1年内償還予定の社債 20,000 － 

未払法人税等 166,606 111,962 

前受収益 45,603 43,500 

賞与引当金 96,076 105,220 

役員賞与引当金 64,000 55,000 

繰延税金負債 － 27,589 

その他 674,624 464,104 

流動負債合計 2,865,770 1,825,251 

固定負債    

長期借入金 3,888,315 6,710,000 

特別修繕引当金 83,768 134,342 

退職給付に係る負債 147,653 129,454 

その他 63,019 52,754 

固定負債合計 4,182,756 7,026,551 

負債合計 7,048,526 8,851,803 

純資産の部    

株主資本    

資本金 890,000 890,000 

資本剰余金 961,593 961,593 

利益剰余金 3,054,030 3,433,290 

自己株式 △133,331 △133,331 

株主資本合計 4,772,291 5,151,551 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 42,047 42,966 

繰延ヘッジ損益 △29,347 35,013 

為替換算調整勘定 11,848 10,166 

その他の包括利益累計額合計 24,547 88,146 

純資産合計 4,796,839 5,239,698 

負債純資産合計 11,845,366 14,091,501 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成30年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 653,592 620,101 

減価償却費 589,983 589,072 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 43 64,490 

賞与引当金の増減額（△は減少） 20,382 9,143 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 24,000 △9,000 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △1,152 △18,199 

特別修繕引当金の増減額（△は減少） 62,734 50,573 

受取利息及び受取配当金 △92,068 △143,342 

支払利息 47,703 46,874 

固定資産売却損益（△は益） △1,499 △2,839 

投資有価証券売却損益（△は益） △2,607 － 

デリバティブ評価損益（△は益） △3,907 － 

為替差損益（△は益） 11,600 15,475 

売上債権の増減額（△は増加） △113,588 98,489 

たな卸資産の増減額（△は増加） 388,079 △194,858 

仕入債務の増減額（△は減少） △7,577 386,403 

その他の流動資産の増減額（△は増加） 83,493 31,014 

その他の流動負債の増減額（△は減少） 256,803 △324,710 

その他 2,999 △16,250 

小計 1,919,015 1,202,439 

利息及び配当金の受取額 98,776 121,306 

利息の支払額 △46,655 △44,529 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 15,170 △253,532 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,986,307 1,025,683 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △105,730 － 

定期預金の払戻による収入 － 106,240 

有形固定資産の取得による支出 △277,380 △2,240,225 

有形固定資産の売却による収入 1,501 2,839 

投資有価証券の売却による収入 10,217 － 

貸付けによる支出 △3,042,700 △3,176,189 

貸付金の回収による収入 2,000,841 3,243,505 

敷金及び保証金の回収による収入 113,590 － 

その他 △8,613 △9,395 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,308,274 △2,073,226 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入れによる収入 200,000 9,060,000 

長期借入金の返済による支出 △1,235,974 △7,403,119 

社債の償還による支出 △30,000 △20,000 

自己株式の取得による支出 △84,150 △0 

配当金の支払額 △69,736 △66,334 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,219,860 1,570,545 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △12,849 △11,090 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △554,676 511,912 

現金及び現金同等物の期首残高 2,319,415 1,764,738 

現金及び現金同等物の期末残高 1,764,738 2,276,651 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 
 

（表示方法の変更）

（連結損益計算書） 

  前連結会計年度において、「営業外費用」の「その他営業外費用」に含めていた「貸倒引当金繰入額」は営業

外費用の総額の100分10を超えたため、当連結会計年度より独立掲記することとしました。この表示方法の変更

を反映させるため、前連結会計年度の連結損益計算書の組替えを行っております。 

  この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外費用」の「その他営業外費用」に表示してい

た3,445千円は、「貸倒引当金繰入額」374千円、「その他営業外費用」3,071千円として組み替えております。 

 

（連結貸借対照表） 

  前連結会計年度において、「流動資産」の「その他」に含めていた「短期貸付金」は、資産総額の100分の5を

超えたため、当連結会計年度より独立掲記することとしました。また、前連結会計年度において、独立掲記して

おりました「流動資産」の「立替金」は、資産総額の100分の5以下となったため、当連結会計年度より「その

他」に含めて表示しております。これらの表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結貸借対照表

の組替えを行っております。 

  この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」の「立替金」に表示していた626,438千

円、「その他」に表示していた1,078,484千円は、「短期貸付金」568,000千円、「その他」1,136,922千円として

組み替えております。 

  前連結会計年度において、独立掲記しておりました「流動負債」の「預り金」は、資産総額の100分の５以下と

なったため、当連結会計年度より「流動負債」の「その他」に含めて表示しております。この表示方法の変更を

反映させるため、前連結会計年度の連結貸借対照表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」の「預り金」に表示していた622,373千

円、「その他」に表示していた52,250千円を「流動負債」の「その他」674,624千円として組み替えております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

      １．報告セグメントの概要

  当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。

 当社グループは本社に事業・サービス別の部門を置き、各部門は、事業の内容について国内及び海外の包括的

な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

 したがって、当社グループは、業務部門を基礎として業務・サービス別のセグメントから構成されており、

「海運事業」、「貿易事業」、「洋上給油事業」及び「船舶貸渡事業」の４つを報告セグメントとしておりま

す。各セグメントの主な業務内容は以下のとおりであります。

「海運事業」・・・・超低温冷蔵船の運航及び傭船業務、蓄養まぐろ加工運搬業務

「貿易事業」・・・・輸出入貿易業務、冷凍まぐろ輸入代行業務、冷凍まぐろ販売業務

「洋上給油事業」・・漁船向け燃料給油業務

「船舶貸渡事業」・・船舶貸渡業務

      ２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

報告セグメントのセグメント利益又は損失（△）は、営業利益ベースの数値であります。 

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価額に基づいております。

   ３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自平成28年４月１日  至平成29年３月31日） 

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注１） 

連結 
財務諸表 
計上額 
(注２) 

  海運事業 貿易事業 
洋上給油
事業 

船舶貸渡
事業 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 3,898,844 2,258,978 1,187,322 540,223 7,885,368 － 7,885,368 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－ － － － － － － 

計 3,898,844 2,258,978 1,187,322 540,223 7,885,368 － 7,885,368 

セグメント利益又は損

失（△） 
863,557 99,677 68,649 △25,242 1,006,642 △387,817 618,825 

セグメント資産 6,559,857 3,037,941 699,122 1,136,296 11,433,217 412,148 11,845,366 

その他の項目              

減価償却費 350,857 5,244 4,175 225,488 585,766 4,216 589,983 

有形固定資産及び無形固

定資産の増加額 
274,911 889 691 566 277,058 970 278,028 

（注）１.調整額は以下のとおりであります。

(１) セグメント利益又は損失（△）の調整額△387,817千円には、セグメント間取引消去18,600千

円、各報告セグメントに配分していない全社費用△406,417千円が含まれております。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

(２) セグメント資産の調整額412,148千円は、全社資産の金額であります。なお、全社資産の主な

ものは、提出会社での余資運用資金（現金及び預金）、投資有価証券等であります。

(３) 減価償却費の調整額4,216千円は、特定のセグメントに帰属しない全社資産の減価償却費であ

ります。

(４) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額970千円は、特定のセグメントに帰属しない

全社資産の増加額であります。

２. セグメント利益又は損失（△）は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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当連結会計年度（自平成29年４月１日  至平成30年３月31日） 

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注１） 

連結 
財務諸表 
計上額 
(注２) 

  海運事業 貿易事業 
洋上給油
事業 

船舶貸渡
事業 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 4,202,573 2,728,844 1,397,742 546,658 8,875,818 － 8,875,818 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－ － － － － － － 

計 4,202,573 2,728,844 1,397,742 546,658 8,875,818 － 8,875,818 

セグメント利益又は損

失（△） 
982,618 126,968 71,915 △33,600 1,147,901 △411,568 736,333 

セグメント資産 9,025,567 2,924,768 747,884 1,018,682 13,716,901 374,599 14,091,501 

その他の項目              

減価償却費 346,950 3,368 9,087 225,474 584,880 4,191 589,072 

有形固定資産及び無形固

定資産の増加額 
2,246,255 505 105,176 14,794 2,366,731 758 2,367,489 

（注）１.調整額は以下のとおりであります。

(１) セグメント利益又は損失（△）の調整額△411,568千円には、セグメント間取引消去18,600千

円、各報告セグメントに配分していない全社費用△430,168千円が含まれております。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

(２) セグメント資産の調整額374,599千円は、全社資産の金額であります。なお、全社資産の主な

ものは、提出会社での余資運用資金（現金及び預金）、投資有価証券等であります。

(３) 減価償却費の調整額4,191千円は、特定のセグメントに帰属しない全社資産の減価償却費であ

ります。

(４) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額758千円は、特定のセグメントに帰属しない

全社資産の増加額であります。

２. セグメント利益又は損失（△）は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

 

（１株当たり情報）

 

前連結会計年度

（自 平成28年４月１日

至 平成29年３月31日）

当連結会計年度

（自 平成29年４月１日

至 平成30年３月31日）

１株当たり純資産額 866.59円 946.60円

１株当たり当期純利益金額 80.60円 80.51円

(注)１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

前連結会計年度

(自 平成28年４月１日

至 平成29年３月31日)

当連結会計年度

(自 平成29年４月１日

至 平成30年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益金額（千円） 454,116 445,683

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

当期純利益金額（千円）
454,116 445,683

期中平均株式数（株） 5,633,942 5,535,243
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（重要な後発事象）

 

    １.株式併合及び単元株式数の定めの廃止

     当社は、平成30年４月26日開催の取締役会において、平成30年５月25日開催予定の臨時株主総会において、

    株式併合（普通株式1,380,000株を1株に併合）及び単元株式数の定めの廃止に関する定款の一部変更を付議する

ことを決議し、同株主総会での承認可決を条件に、平成30年６月27日を効力発生日として、株式併合及び単元株

式数の定めの廃止を実施することとしております。

     詳細につきましては、平成30年４月26日に開示いたしました「株式併合、単元株式数の定めの廃止及び定款の

一部変更に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

 

    ２.自己株式の消却 

     当社は、平成30年４月26日開催の取締役会において、会社法第178条の規定に基づき、自己株式を消却するこ

とを決議し、自己株式の消却を以下のとおり実施いたしました。 

 

    （１）消却する株式の種類 

       普通株式

 
    （２）消却する株式の総数

       514,757株

       消却前の発行済株式総数に対する割合 8.51％ 

 

    （３）消却日

       平成30年５月２日
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